
＜接弦定理＞
　定理　　円の接線とその接点を通る

　　弦のつくる角は、その角の内部に

　　ある弧に対する円周角に等しい。

　 は円の接線で、点 は接点である。 、 の大きさを求めよ。
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＜方べきの定理＞

　

　　　　 ･ ･ 　　　　　　　　 ･

　下の図において、 の値を求めよ。２

１ 　　　　　　　　　２　　　　　　　　　３ 　 は円 の接線

＜チェバの定理＞
　　 の頂点 、 、 と、三角形の内部

　の点 を結ぶ直線 、 、 が、辺 、

　 、 と交わる点を、それぞれ 、 、

　とするとき、次の等式が成り立つ。

　　　　 ･ ･ 　

　下の図において， ： を求めよ。３
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＜メネラウスの定理＞
　　△ の辺 ， ， またはその延長が，

　三角形の頂点を通らない つの直線 とそれぞれ

　点 ， ， で交わるとき，次の等式が成り立つ。

　　　　 ･ ･

　下の図において， ： を求めよ。４

１　　　　　　　　　　　　　　　　２

＜三角形の面積比＞
　①　高さが等しい２つの三角形の面積の比は､

　　底辺の長さの比に等しい。

　　　　
△

△

　②　底辺の長さが等しい２つの三角形の面積

　　の比は、高さの比に等しい。

　　　　
△

△

　③　底辺 を共有する 、

　　において、２直線 、 が点 で交

　　わるとすると

　　　　
△

△

１ 　下の図において，次の値を求めよ。
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２ 　 の重心を とし， 点 ， から直線

　に下ろした垂線を，それぞれ ， とする。

　面積比 ： を求めよ。


